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1．はじめに

　福岡県立福岡高等技術専門校（以下，本校とい
う。）建築科では，普通職業訓練短期課程１年訓練
を行っている。木造家屋の建築における技能および
これに関する知識の習得のための訓練を実施してい
るが，建築大工技能職で就職する訓練生数の割合
は，ここ数年少ない。また，本校への求人職種も建
築大工技能職から建築施工管理，建築設計・監理職
種などの建築技術職の割合が高い。
　建設業法の改正により平成28年度の２級建築施工
管理技術検定学科試験から，満17歳以上であれば受
験可能となり，建築技術者の国家試験取得に対する
緩和が行われた。
　そこで実務経験がない訓練生でも在校中に受験が
できる２級建築施工管理技術検定学科試験の過去問
題を訓練に導入し，訓練生の就職ニーズ・企業の人
材ニーズに対応した訓練を実施した。
　本報では，訓練の内容等を報告するとともに，実
際に訓練を受け２級建築施工管理技術検定学科試験
を受験した訓練生と，本校へ求人を出している企業
に対しヒアリング調査を行ったので，その結果を併
せて報告する。

2．建築科の概要

2.1　建築科について

　訓練対象者は，中学を卒業した15歳から，上は年
齢制限はない。訓練期間・時間は，４月入校翌年３
月修了，1,400時間の１年間である。建築に関する専

門の学科や，大工技能の実習を行う訓練時間の過半
は，大工技能の習得のための訓練である（図１，図
２）。

2.2　建築科の就職状況

　入校生数に対する，平成29度の就職状況は，施工
管理や設計・監理などの建築技術職に就職している
訓練生が20％，建築大工職に就職している訓練生は
10％である。平成30年度は，施工管理や設計・監理
などの建築技術職に就職している訓練生が32.2％，

図 2　建築施工実習状況

図 1　工作実習状況
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建築大工職に就職している訓練生が14.3％である。
令和元年度の就職内定状況は，建築技術職に内定し
ている訓練生が40.9％，建築大工職に内定している
訓練生が13.6％と年々建築施工管理や設計・監理な
どの建築技術職に就職や内定をしている状況が増加
している（表１）。

2.3　求人職種状況

　本校建築科へ直接案内がある求人状況は，平成29
年度は，施工管理や設計・監理などの建築技術職の
求人が50％，建築大工職が9.3％である。平成30年
度は，技術職の求人数23.7％，大工職が逆転し
38.1％，令和元年度は，技術者の求人数40.2％，大
工職が25.8％と技術者の求人数の割合が高くなって
いる（表２）。

3．建築施工管理技術検定の概要

3.1　建築施工管理技術検定について

　国土交通省は，建設工事に従事する技術者の技術
の向上を図ることを目的として，建設業法第27条の

規定に基づき技術検定を行っている。技術検定試験
に合格すると「技士」の称号を称することができる1）。
「２級施工管理技士」は，一般建設業，特定建設業
の許可基準の一つである営業所ごとに置く専任の技
術者，建設工事の現場に置く主任技術者の有資格者
として認められるとともに，経営事項審査における
技術力の評価において，計上する技術者数にカウン
トされるなど，施工技術の指導的技術者として社会
的に高い評価を受けることになる。なお，指定建設
業（土木工事業，建築工事業，電気工事業，管工事
業，鋼構造物工事業，舗装工事業，造園工事業の７
業種）に係る特定建設業者については，営業所ごと
に置く専任の技術者および建設工事の現場に置かな
ければならない監理技術者は，１級施工管理技士等
の国家資格者等でなければならないことになってお
り，施工管理技士の資格は，建設技術者にとって重
要な国家資格となっている2）。

3.2　検定試験出題分野・出題数

　２級建築施工管理技術検定学科試験は，建築学，
建築関連技術，施工，施工管理，法規の五つの分野
から出題される。建築関連技術は，設備・外構・測
量・設計図書の科目から合計３問出題され全問解答。
施工管理は施工計画・工程管理・品質管理・安全管
理の科目から10問出題され全問解答。建築学には，
環境工学・構造・構造力学・材料の４つの科目から
合計14問の出題数から９問解答する選択制である。
施工も，躯体工事・仕上げ工事の科目から15問の出
題から12問回答する選択制。法規も，建築基準法・
建設業法・関係法規・労働安全法から８問出題され
６問回答する選択制である（表３）。
　特徴的なのは，全問解答する必要がある分野と問
題を選択できる問題がある分野があることである。
　平成29年度の２級建築施工管理技術検定試験で
は，65問出題のうち40問解答であったが，平成30年
度より試験の実施方法が変更され，50問出題のうち
40問解答になり問題の選択肢が15問減少している。
　選択制があることで苦手分野の科目を選択する必
要が無くなり，得意分野の科目に絞り対策を立てる
ことができる。

表 1　福岡高等技術専門校建築科就職状況

表 2　福岡高等技術専門校建築科求人数状況

※ 1　平成 30 年度から定員が 40 人から 30 人へ減員
※ 2　令和元年度の就職数は内定数を表す
※ 3　作業員：大工職以外の技能職

※ 1　作業員：大工職以外の技能職
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4．2級建築施工管理技術検定学科試験を
導入した訓練

4.1　訓練実施期間

　訓練実施時期は，学科訓練が開始される４月から
２級建築施工管理技術検定が実施される11月上旬ま
での約半年間。

4.2　出題分野と対応訓練科目

　本校で実施する学科訓練12教科の中の９教科で対
応した（表４）。対応できる９教科の訓練で，平成
20年度から令和元年度前期試験までの過去問題12回
分の解説を行った後に実際に解いていく方法で行っ
た。特に，出題数の半分を占める施工と施工管理
は，20時間ある施工法の訓練時間全てを充てた。建

築学の構造力学は，訓練生に教壇に立ってもらい実
際に計算問題を解かせる，積極的参加型方法も取り
入れた。主体的で対話的な訓練を実施することで訓
練生が苦手とする構造力学への対策を実施できた
（図３）。

5．ヒアリング結果と考察

5.1　受験した訓練生からのヒアリング

　２級建築施工管理技術検定合格発表後の１月下
旬から２月にかけ，平成30年度の受験者16名から

表 3　2 級建築施工管理技術検定出題分野・出題数

表 4　出題分野と対応科目

図 3　訓練状況
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もいる。次のキャリアステップの足掛かりとして，
この試験を活用している。訓練生からは，「難しい」
とよく言われる。しかし，それを乗り越え合格を勝
ち取った喜びも存在している。不合格であった訓練
生も再度チャレンジを考えている者もいた。就職先
で必要であることと，この半年間頑張ってきた結果
を実らせたいのが理由である。

　受験者には，就職先に必要な資格であることを自
覚する考えと，受験を機会に就職先を決めていく考
えの二通りがある。前者は，関連業務に就職しよう
とする強い意志がある。後者は，実地試験を受験し
資格取得につなげるためには，就職して実務経験を
経る必要があると考えるからである。どちらも，関
連就職へ結び付けるためには有効である。

（表５）と令和元年度の受験者10名（表６）から個
別にヒアリングを実施した。
　受験者数は，２年連続在校者の半数近くになり訓
練生の意識の高さを感じ取れている。ヒアリング内
容は，受験の理由・受験したことの良し悪し・勉強
の方法について・就職先への資格取得について，な
ど自由な意見を聞いた。

　受験者の過半数は，就職先に活用するため受験を
している。また学科試験合格後の実地試験は，実務
経験が必要なこともあり８割以上の受験者は，建築
の技術職や技能職に就職（内定）している。
　合格した訓練生の中には次の実地試験や，さらに
１級の取得や建築士試験を視野に入れている訓練生

表 5　平成 30 年度訓練生からのヒアリング状況 表 6　令和元年度訓練生からのヒアリング状況
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5.2　本校へ求人を出していただいている

企業からのヒアリング

　合格発表後の２～３月に，求人をいただいている
企業へ就職内定者の合否や合格実績を伝え，そのこ
とに対しての聞き取りを行った（表７，表８）。
　合格実績への賛辞とともに，自社に就職内定して
いる者が合格していることに安心している。さらに
次年度の求人応募についてつなげることが求められ
ている。中には，２級の学科合格では即戦力にはな
らずとも，将来は１級まで取得することで監理技術
者になり現場を任せることができる人材になってほ
しいと求めていることがうかがえる聞き取りもある。
　企業からは学科合格者という人材が求められてお
り，建築技術者育成の導入としての本校の取り組み
が高く評価されているものと考える。

表 7　平成 30 年度企業からのヒアリング状況

表 8　令和元年度企業からのヒアリング状況

６．まとめ

　平成29年度から令和元年度における建設の職業
（建築大工技能職）の求人賃金の下限は，20万円前後
（表９）であるのに対し建築・土木技術者等（建築技
術者）は，24万円前後と職種間で月約３万～５万円
の差がある。上限では５万～９万円と開きが拡大
し，経験を積むことでさらに求人賃金が高くなる傾
向がある。
　有効求人倍率は，建設の職業（建築大工技能職），
建築・土木技術者（建築技術者）ともに，3 ～４倍
であるが，有効求人数が約1,000人程度，建築・土木
技術者（建築技術者）が多いことが見て取れる（表
10）。
　すなわち，建築・土木技術者（建築技術者）は，
求人賃金および有効求人数が共に高いため，現在社
会が求めている人材なのである。
　建築・土木技術者（建築技術者）となるための2級
建築施工管理技士の学科試験の訓練への導入実践
は，訓練生の職業の安定と地位の向上に大きな役割
を果たし得るものである。また，常態的に不足する
建築技術者の担い手を育成することで，経済（およ
び社会）の発展に寄与するものであると考えるので
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ある。職業訓練の究極の目的への対処と考えてい
る。
　建築技術者の人材不足の傾向は，今後も続くもの
と予測される。そこで，この取り組みを訓練のメイ
ンポイントに持っていきたいと考える。
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表 9　福岡地域 職種別 / 求人賃金（常用・フルタイム）

表 10　職種別有効求人数・有効求人倍率

※ この賃金情報は，ハローワーク福岡中央・福岡東・
福岡南 ・福岡西で受け付けた求人および求職者の状
況をまとめたものです 3）。

※ 常用（雇用期間の定めがないか，または 4 カ月以上
の雇用期間の労働者）に関する原数値 4）。


